
燃油高騰！ 動けぬ漁船！燃油高騰！ 動けぬ漁船！

流出油事故対策本部の動き、急ピッチ!

燃油暴騰！
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燃油高騰！動けぬ漁船！

7・15 全国一斉休漁
強力な燃油対策の早急実施を要望！

漁業存続の危機！
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瀬戸内海を豊かな海として再生するための法整備に向けた運動について
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コープこうべと地産地消事業を推進

但馬地区漁青連 ＪＦ坊勢を視察

ジャンボフェリーで安全講習会

県功労者表彰
平成24年度  のり共販終了
ご存知ですか？ ライフガードレディース
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渚のシンポジウム ～社領 弘氏（JF一宮町）が発表～

JF伊保・JF曽根町 合併仮契約調印式 開催
2012国際協同組合年 キックオフイベント

平成24年度 淡路のり品評会

December. 2013

但州丸と神戸ポートタワー（神戸市 写真撮影：JF兵庫漁連 宗緭貴光氏）

《今月の海上安全標語》 ～夜間は「暗い海」としてね ～
　漁船の事故で多いのが衝突。作業中に他船が接近していることも…。見張りは重要です!!

では、来年も安全操業で！忙しい　ときこそ見よう　あおい海忙しい　ときこそ見よう　あおい海

ぴ ん ぴ ん ぱ ーぴ ん ぴ ん ぱ ー
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表紙の言葉

　今年も無事に実習を終えた但州丸の帰港式が、船籍の
ある神戸港で行われました。
　船の横に写っているのは、世界初のパイプ構造の観光
タワーとして昭和38年に開業した神戸港のシンボル「神戸
ポートタワー」です。阪神淡路大震災では、港が大きな損
傷を受けた中、１ヵ月足らずでライトアップを開始し、復
興へのともしびとして被災者を勇気づけました。
　今も市民や観光客に愛されるこのタワーは、今年で開
業50周年を迎えました。

「但州丸と神戸ポートタワー」（神戸市）

No.686   December. 2013

　

沈
下
橋
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
水
面
近
く
に
あ
る
欄
干
の
な
い
橋

で
増
水
す
れ
ば
水
面
下
に
沈
み
渡
れ
な
く
な
る
橋
の
こ
と
。
私
が
沈
下

橋
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
、
か
れ
こ
れ
30
年
以
上
前
。
当
時
創
刊
さ
れ

た
ア
ウ
ト
ド
ア
雑
誌
に
、
著
名
な
カ
ヌ
ー
イ
ス
ト
が
四
国
の
四
万
十
川

を
川
下
り
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
子
供
が
飛
び
込
む
風
景
の

中
心
に
鎮
座
す
る
沈
下
橋
の
写
真
は
、
私
の
心
に
強
い
衝
撃
を
与
え
た
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
東
京
で
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
た
時
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
埼
玉
県
に
沈
下
橋
が
あ
る

こ
と
を
知
り
、
バ
イ
ク
を
走
ら
せ
た
私
の
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
、
立
派
な
永
久
橋
（
水
面
下

に
沈
ま
な
い
橋
つ
ま
り
普
通
の
橋
）
の
建
設
工
事
現
場
で
し
た
。
ふ
と
下
流
側
に
目
を
や
る
と
撤
去

さ
れ
そ
う
な
沈
下
橋
が
あ
り
ま
し
た
が
、
工
事
の
影
響
で
流
れ
る
水
は
汚
く
、
遊
ん
で
い
る
人
は
皆

無
で
、
デ
イ
パ
ッ
ク
に
忍
ば
せ
た
海
パ
ン
と
シ
ュ
ノ
ー
ケ
ル
を
取
り
出
す
こ
と
も
な
く
、
期
待
に
膨

ら
ん
だ
胸
は
急
速
に
し
ぼ
み
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
沈
下
橋
へ
の
思
い
は
心
の
片
隅
に

追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
昨
年
、
眠
っ
て
い
た
沈
下
橋
へ
の
憧
憬
を
思
い
出
さ
せ
る
番
組
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
仁
淀
川 

青
の
神
秘
」
と
い
う
番
組
で
す
。
仁
淀
川
は
四
国
の
石
鎚
山
を
源
流
と
し
、
高

知
市
に
流
れ
る
川
で
す
が
、
そ
の
水
を
仁
淀
ブ
ル
ー
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
す
。
番
組
で
知
っ

た
こ
と
で
す
が
、
そ
の
水
質
は
環
境
庁
に
よ
り
、
日
本
一
に
選
定
さ
れ
、
親
水
性
も
日
本
一
と
言
わ

れ
、
１
㎞
あ
た
り
水
辺
で
遊
ぶ
人
口
も
日
本
一
だ
そ
う
で
す
。
沈
下
橋
か
ら
飛
び
込
む
人
を
「
川
が

き
」
と
呼
び
、川
の
門
番
と
し
て
紹
介
す
る
映
像
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
行
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
今
年
８
月
下
旬
、
カ
ヌ
ー
に
ハ
ン
モ
ッ
ク
を
詰
め
込
み
仁
淀
川
へ
二
泊
三
日
の
川
旅
に
出

か
け
て
き
ま
し
た
。
川
は
蛇
行
を
繰
り
返
し
、
そ
の
度
に
、
大
き
く
深
い
淵
と
広
大
な
河
原
が
目
に

飛
び
込
ん
で
来
ま
す
。
河
口
近
く
で
も
浅
い
と
こ
ろ
で
は
川
底
の
玉
石
が
手
に
取
る
よ
う
に
見
え
、

水
の
透
明
度
は
想
像
以
上
。
昼
食
に
立
ち
寄
っ
た
う
ど
ん
屋
で
地
元
の
人
が
、「
高
度
経
済
成
長
に

取
り
残
さ
れ
た
川
な
ん
や
、で
も
昔
と
変
わ
ら
ん
え
え
川
や
」
と
言
っ
た
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま
す
。

　

今
回
の
川
下
り
で
は
、
四
駆
で
あ
れ
ば
水
辺
際
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
近
づ
け
る
河
原
が
沢
山
あ
り
、
小

さ
な
集
落
ご
と
に
あ
る
沈
下
橋
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
川
が
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実

感
。
最
終
日
に
仁
淀
ブ
ル
ー
の
撮
影
地
と
な
っ
た
支
流
の
安
居
渓
谷
を
訪
れ
、
そ
の
周
辺
の
原
生
林

を
見
て
、
仁
淀
川
の
豊
か
さ
は
こ
の
森
と
広
大
な
河
原
の
お
か
げ
だ
と
体
感
し
ま
し
た
。
川
に
潜
っ

て
見
る
と
水
清
く
し
て
魚
多
し
で
す
。

　

森
・
川
・
海
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
度
仁
淀
川
を
訪
れ
て
見
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
日
本
の
原
川
を
と
ど
め
た
こ
の
川
を
眺
め
て
い
る
だ
け
で
幸
せ
な
気
分
に
浸
ら
せ

て
く
れ
ま
す
。

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

「
沈
下
橋
」
の
あ
る
風
景
に
思
う
こ
と

兵
庫
県
農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
漁
港
課 

副
課
長
兼
構
造
改
善
係
長

　
平 

石
　
靖 

人

	 ２	 ようそろ
	 ３	 瀬戸内海を豊かな海として再生するための法整備に向けた運動について
	 	 我が国漁業の存続を求める漁業代表者緊急要請集会
	 ４	 “平成25年度兵庫県水産賞”受賞者決定
	 	 明石市議会議員と意見を交わす
	 ５	 漁業者によるシートクラブ料理教室	開催
	 	 新ＪＦ組合長のご紹介
	 ６	 洲本市で「漁業者の森づくり」
	 	 ＪＦ津名の新しい荷さばき所	竣工式
	 ７	 親子でジャンボ巻き寿司に挑戦
	 	 平成25年度	兵庫県水産系統団体役職員ＯＢ会総会
	 ８	 全国豊かな海づくり推進協会が「集い」開催
	 ９	 ＪＦ家島の海上釣堀センターで学習会開催
	 	 但州丸が帰港
	 10	 ＪＦ神戸市で“命を守る運動”海上安全講習会	開催！
	 	 海難事故をなくそう！
	 11	 兵庫JCC通信
	 12	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
12
月
4
日
（
水
）
東
京

都
の
自
民
党
本
部
に
お
い

て
「
我
が
国
漁
業
の
存
続
を

求
め
る
漁
業
代
表
者
緊
急
要

請
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
か
ら
漁
連
・
信
漁

連
・
共
済
組
合
・
業
種
別
団

体
の
代
表
者
な
ど
約
１
３
０

人
が
参
集
し
、
本
県
か
ら
も

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

山
田 

隆
義

会
長
、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁
連 

里 

昭
彦
専
務
、
兵
庫
県
漁

業
共
済
組
合 

川
越 

一
男
組

合
長
、
全
底
連 

吉
岡 

修
一

会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
急
激
な
円
安
に

よ
る
燃
油
等
コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
っ
て
出
漁
す
ら
出
来
な
い
状
況
の
中

で
、
放
射
能
汚
染
水
問
題
の
風
評
被
害
に
よ
っ
て
深
刻
化
す
る
水
産
物

消
費
の
減
少
と
魚
価
低
迷
に
よ
る
減
収
は
、
漁
業
経
営
を
危
機
的
な
状

況
に
追
い
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
漁
業
の
存
続
を
図
る
た
め

の
燃
油
使
用
量
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
「
緊
急
対
策
」
を
補
正
予
算
で

確
立
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
た
め
の
緊
急
集
会
で
し
た
。

　
集
会
で
は
Ｊ
Ｆ
全
漁
連 

岸 

宏
会
長
の
挨
拶
の
後
、
Ｊ
Ｆ
み
や
ぎ 

菊
地

経
営
管
理
委
員
会
会
長
が
意
見
表
明
を
行
い
、
Ｊ
Ｆ
全
漁
連 

小
川
副
会

長
が
要
請
案
を
朗
読
し
、
満
場
の
拍
手
を
持
っ
て
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
会

場
に
は
１
２
０
人
を
超
え
る
国
会
議

員
が
出
席
し
、
代
表
し
て
大
島 

理
森

自
民
党
水
産
政
策
推
進
議
員
協
議
会

会
長
が
、
予
算
編
成
に
向
け
て
全
力

を
尽
く
す
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

　
集
会
後
、
山
田
会
長
は
、
Ｊ
Ｆ
全

漁
連 

購
買
部
会
長
と
し
て
、
吉
川 

貴
盛
農
水
副
大
臣
、
本
川 

一
善
水
産

庁
長
官
へ
の
代
表
要
請
に
も
同
行
し
、

要
請
事
項
の
実
現
を
訴
え
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
要
請
を
受
け
て
、
12
月

5
日（
木
）に
開
催
さ
れ
た
、
自
民
党

水
産
基
本
政
策
小
委
員
会
・
自
民
党

部
会
で
は
、
漁
業
用
燃
油
緊
急
対
策

と
し
て
、①
省
燃
油
活
動
推
進
事
業
、

②
省
エ
ネ
機
器
等
導
入
推
進
事
業
、

③
漁
業
構
造
改
革
総
合
対
策
事
業
の

各
事
業
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
7
日
（
木
）、
兵
庫
県

水
産
会
館
に
お
い
て
「
瀬
戸
内

海
関
係
漁
連
・
漁
協
連
絡
会

議 
平
成
25
年
度
第
3
回
ワ
ー

キ
ン
グ
チ
ー
ム
会
議
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議

は
平
成
23
年
度
か
ら
、
瀬
戸

内
海
に
面
す
る
10
府
県
の
漁

連
・
県
漁
協
が
一
堂
に
会
し
、

瀬
戸
内
海
を
豊
か
な
海
と
し

て
再
生
す
る
た
め
に
話
し
合

う
場
と
し
て
継
続
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
は
、
自
民

党
国
会
議
員
で
組
織
す
る
「
瀬
戸
内
海
再
生
議
員
連
盟
第

5
回
勉
強
会
」
に
向
け
て
、
各
府
県
の
取
組
事
項
と
要
望

内
容
の
確
認
や
、
環
境
省
・
水
産
庁
に
対
し
て
中
央
要
請

を
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
同
連
絡
会
議
は
、
11
月
28
日
（
木
）

東
京
の
霞
ヶ
関
に
お
い
て
、
自
民
党
本
部
で
開
催
さ
れ
た

「
瀬
戸
内
海
再
生
議
員
連
盟
第
5
回
勉
強
会
」
に
同
連
絡

会
議
代
表
者
ら
が
臨
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
勉
強
会
に
は
兵
庫
県
井
戸
知
事
、
香
川
県
浜
田
知

事
が
呼
ば
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
受
け
ま
し

た
。
井
戸
知
事
は
「
瀬
戸
内
海
の
再
生
に
向
け
た
課

題
と
対
策
試
案
を
説
明
す
る
の
で
、
再
生
法
の
よ
う

な
形
で
ま
と
め
て
貰
い
、
瀬
戸
内
海
の
再
生
が
計
画

的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
な
体
制
が
作
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
さ
れ
、
浜
田
知
事
は
「
瀬
戸
内
海

を
豊
か
で
美
し
い
里
海
と
し
て
再
生
す
る
た
め
に
も
、

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
知
事
・
市
長
会
議
の
提
唱
す
る
法

整
備
を
始
め
と
し
た
提
案
事
項
の
実
現
が
必
須
」
と
発

言
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
連
絡
会
議
を
代
表
し
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連 

山
田
会
長
よ
り
「
漁
村
は
関
連
産
業

も
含
め
漁
業
と
と
も
に
生
活
を
し
て
い
る
。
瀬
戸
内

海
が
再
生
し
な
け
れ
ば
漁
村
集
落
が
寂
れ
て
、
結
果

と
し
て
地
域
の
経
済
や
日
本
経
済
に
と
っ
て
も
悪
影
響

を
与
え
る
。
瀬
戸
内
海
だ
け
で
な
く
、
日
本
全
体
の
沿
岸
漁

業
を
衰
退
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
栄
養
塩
の
見
直
し
を
お
願

い
し
た
い
」
と
漁
業
者
の
立
場
で
要
請
い
た
し
ま
し
た
。

　
勉
強
会
で
は
、
末
松 

信
介
事
務
局
長
よ
り
、「
今
こ
こ

で
直
ぐ
に
は
結
論
は
出
な
い
が
、
塩
崎 

恭
久
会
長
と
相

談
し
た
と
こ
ろ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
５
人
く
ら
い

入
っ
て
貰
っ
て
、
具
体
的
に
環
境
省
・
水
産
庁
と
も
折
衝

し
な
が
ら
、
ど
う
い
う
改
正
が
望
ま
し
い
か
慎
重
に
勉
強

し
て
は
ど
う
か
」
と
提
案
が
あ
り
、
議
員
連
盟
と
し
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
連
絡
会
議
は
、
同
日
に
環
境

省
小
林
水
・
大
気
環
境
局
長
、
水
産
庁
本
川
長
官
に
対
し

て
中
央
要
請
を
行
い
、
瀬
戸
内
海
の
漁
業
者
の
窮
状
を
訴

え
る
と
と
も
に
、
一
刻
も
早
く
瀬
戸
内
海
を
豊
か
な
海
と

し
て
再
生
す
る
た
め
の
法
整

備
を
求
め
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
瀬
戸
内
海
関
係

漁
連・漁
協
連
絡
会
議
で
は
、

瀬
戸
内
海
を
豊
か
な
海
と
し

て
再
生
す
る
た
め
の
法
整
備

に
向
け
て
運
動
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

ＪＦ兵庫漁連 指導部

ワーキングチーム会議の様子

環境省小林水・大気環境局長に要請

瀬
戸
内
海
を
豊
か
な
海
と
し
て
再
生
す
る
た
め
の

法
整
備
に
向
け
た
運
動
に
つ
い
て

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

指
導
部

我が国漁業の存続を求める漁業代表者緊急要請集会

農林水産省で要請を行いました（写真提供：JF全漁連）

自民党での集会の様子（写真提供：JF全漁連）

瀬戸内海再生議連勉強会にて意見を述べる山田会長
（写真左から、浜田香川県知事、井戸兵庫県知事、
　塩崎議連会長、末松（参）議員）

水産庁本川長官に要請



各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

受賞者の皆様（左から 石塚様ご夫妻、井上様ご夫妻、福岡様ご夫妻）

県農林水産業の功労者表彰
　“平成25年度兵庫県水産賞”

　受賞者決定
　
永
年
に
わ
た
り
農
林
水
産
業
の
振
興

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
や
団
体
に

贈
ら
れ
る
兵
庫
県
農
業
賞
・
林
業
賞
・

水
産
賞
の
３
賞
表
彰
式
が
11
月
26
日

（
火
）、
県
公
館
（
神
戸
市
中
央
区
）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
兵
庫
県
水
産
賞
は
Ｊ
Ｆ
神

戸
市 

井
上 

隆
さ
ん
、
Ｊ
Ｆ
津
名 

福
岡 

留
次
さ
ん
、
Ｊ
Ｆ
但
馬 

石
塚 

保
雄
さ

ん
の
３
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
井
戸
敏
三
知
事
か
ら
表
彰

状
な
ら
び
に
記
念
の
盾
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
は
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

氏　名 所　属 功　績　内　容
井上　　隆 ＪＦ神戸市 資源管理型漁業の推進と漁協経営

の安定化
福岡　留次 ＪＦ津名 船曳網漁業の振興とワカメ養殖

技術の確立
石塚　保雄 ＪＦ但馬 津居山地区の漁業振興とズワイガニ

資源回復への貢献
（敬称略）

　
明
石
市
漁
業
組
合
連
合
会
（
山

本 

章
等
会
長：Ｊ
Ｆ
西
二
見
）は
、

11
月
６
日
（
水
）
兵
庫
県
水
産
会

館
で
「
平
成
25
年
度 

明
石
市
議

会
議
員
勉
強
会
」
を
開
催
し
、
明

石
市
内
の
５
Ｊ
Ｆ（
Ｊ
Ｆ
明
石
浦
、

Ｊ
Ｆ
林
崎
、
Ｊ
Ｆ
江
井
ヶ
島
、
Ｊ

Ｆ
東
二
見
、
Ｊ
Ｆ
西
二
見
）
の
組

合
長
、
明
石
市
議
会
議
員
（
参
加

27
名
）
を
は
じ
め
、
明
石
市
、
系

統
団
体
の
関
係
者
ら
約
40
名
が
集

ま
り
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
「
魚
の
町 

明
石
」

で
も
明
石
市
の
水
産
業
が
厳
し
い

現
状
に
あ
る
な
か
、
活
性
化
に
向

け
て
市
議
会
議
員
と
意
見
を
交
わ

す
場
と
し
て
、
同
連
合
会
が
呼
び

掛
け
、
初
め
て
実
現
し
た
も
の
で

す
。
開
会
に
あ
た
り
山
本
会
長

は
「
明
石
市
は
海
と
切
っ
て
も
切

れ
な
い
街
。
そ
の
明
石
の
水
産
業

の
現
状
は
厳
し
く
、
今
後
の
活
性

化
に
向
け
た
お
知
恵
を
お
借
り
し

た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
漁

業
の
現
状
に
つ
い
て
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
Ｊ
Ｆ
明
石
浦 

戎

本 

裕
明
組
合
長
が
話
題
提
供
を

行
い
、
明
石
市
内
の
漁
業
種
類
や

漁
獲
量
の
ほ
か
、
日
本
に
お
け
る

魚
介
類
の
輸
入
や
消
費
の
現
状
、

そ
し
て
「
き
れ
い
な
海
は
豊
か
な

海
？
」
と
題
し
て
、
豊
か
な
海
を

取
り
戻
す
た
め
の
様
々
な
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
続
く
、
意

見
交
換
で
は
、
議
員
か
ら
「
海
の

環
境
の
影
響
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
」、「
市
内
の
小
学
校
だ
け
で
な

く
中
学
校
で
も
給
食
が
始
ま
る
な

か
で
、
水
産
物
を
ど
の
よ
う
に
組

み
込
ん
で
い
く
の
か
」
と
い
っ
た

質
問
が
多
く
出
さ
れ
、
そ
れ
に
５

Ｊ
Ｆ
組
合
長
が
答
え
る
形
で
会
は

進
行
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
議
員
か
ら
は
「
栄
養

塩
が
ノ
リ
だ
け
で
な
く
、
魚
に
も

影
響
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」、

「
豊
か
な
海
に
は
豊
か
な
森
林
が

必
要
で
あ
る
と
い
っ
た
内
容
を
教

育
の
場
に
取
り
込
む
べ
き
」、「
地

域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
取
り
組
み

が
必
要
」
と
い
っ
た
意
見
・
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
も
漁

業
者
と
の
対
話
を
進
め
て
、
こ
の

会
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

し
て
終
了
し
ま
し
た
。

明
石
市
議
会
議
員
と
意
見
を
交
わ
す

　

～
明
石
市
漁
業
組
合
連
合
会
が
初
め
て
開
催
～

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

4

明石の漁業の現状を伝えました活発な意見交換の場となりました
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Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
（
山
田 
隆
義
会
長
）
が
運
営

し
て
い
る
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
︱
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
（
シ
ー
ト
ク
ラ

ブ
）
で
は
、
毎
日
、
多
彩
な
講
師
に
よ
る
料
理
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
同
教
室
の
取

り
組
み
の
一
環
で
、
ガ
ザ
ミ
ふ
や
そ
う
会
（
大
角 

生
馬
会
長
）
に
よ
る
「
旬
を
楽
し
む
教
室 
～
ワ

タ
リ
ガ
ニ（
ガ
ザ
ミ
）～
」と
、渡
邊 

直
さ
ん（
Ｊ

Ｆ
由
良
町
監
事
）
に
よ
る
「
漁
師
さ
ん
の
簡
単
お

魚
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ガ
ザ
ミ
ふ
や
そ
う
会
に
よ
る
教
室
は
、
11
月
５

日
（
火
）
水
産
会
館
の
調
理
実
習
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
は
じ
め
に
大
角
会
長
か
ら
ガ
ザ
ミ
の
種
類

や
、
ガ
ザ
ミ
ふ
や
そ
う
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
実
習
で
は
大
角
会
長
の
ほ
か
Ｊ
Ｆ

兵
庫
漁
連 

隅
谷 

翠
主
任
が
加
わ
り
、
ガ
ザ
ミ
を

使
っ
た
「
蒸
し
ガ
ニ
」、「
味
噌
汁
」
を
作
り
ま
し

た
。
用
意
さ
れ
た
の
は
立
派
な
サ
イ
ズ
の
ガ
ザ
ミ

で
、
そ
の
大
き
さ
に
驚
い
た
参
加
者
が
、
ガ
ザ
ミ

を
締
め
る
と
こ
ろ
か
ら
実
習
は
始
ま
り
ま
し
た
。

大
角
会
長
は
締
め
方
を
教
え
な
が
ら
、
オ
ス
・
メ

ス
の
見
分
け
方
や
「
死
ん
だ
カ
ニ
は
目
が
飛
び
出

す
」
な
ど
の
話
を
し
、
参
加
者
は
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
調
理
を
楽
し
み
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
料

理
に
、
参
加
者
か
ら
は
「
今
ま
で
ガ
ザ
ミ
を
調
理

す
る
機
会
が
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
、
大
変
美
味
し

か
っ
た
。
今
後
も
試
し
て
み
ま
す
」
と
の
声
が
あ

り
、
ガ
ザ
ミ
の
魅
力
を
十
分
に
堪
能
で
き
た
教
室

と
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
19
日
（
火
）
に
同
じ
く
実
習
室
で
開
催
さ

れ
た
渡
邊
さ
ん
の
教
室
は
、
大
型
の
ア
ジ
を
1

尾
使
い
、
3
品
を
作

る
と
い
う
も
の
で
し

た
。
渡
邊
さ
ん
は
元

和
食
料
理
人
で
、
持

参
し
た
包
丁
を
使
っ

た
慣
れ
た
手
つ
き
と

分
か
り
や
す
い
説
明

で
、
素
早
く
ア
ジ
を

捌
き
、
参
加
者
は
そ

の
手
つ
き
に
見
入
る

ほ
ど
で
し
た
。
作
っ

た
の
は
タ
タ
キ
、
南

蛮
漬
け
、
す
ま
し
汁

で
、
骨
や
ア
ラ
も
き

れ
い
に
使
い
切
っ

て
、
な
お
か

つ
簡
単
な
料

理
法
を
伝
授

す
る
な
か
、

ち
ょ
っ
と
し

た
手
間
を
掛

け
る
こ
と
で

美
味
し
く
仕

上
が
っ
た
料

理
に
、
皆
さ

ん
は
満
足
さ

れ
た
よ
う
で

す
。
教
室
を

終
え
て
渡
邊

さ
ん
は
「
魚

は
鮮
度
の
良

い
も
の
を

使
っ
て
、
素

材
の
味
を
楽

し
ん
で
も
ら

い
た
い
。
こ

う
い
っ
た
活

動
を
通
し

て
、
大
人
だ

け
で
な
く
子

供
に
も
魚
料

理
の
良
さ
を

知
っ
て
も
ら

え
た
ら
い
い
と
思
う
。
そ
し
て
魚
食
を
普
及
す
る

こ
と
で
魚
価
向
上
に
繋
が
っ
て
い
け
ば
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
で
は
、
シ
ー
ト
ク
ラ
ブ
で
の
料

理
教
室
を
通
じ
て
県
内
産
水
産
物
の
魅
力
を
伝
え

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
只
今
、
こ
の
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
Ｊ
Ｆ
・
青
壮
年
部
・
女
性
部
の
方

を
募
集
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
、
是
非
、
シ
ー
ト
ク
ラ
ブ
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
７
８

︱
９
１
７
︱
４
１
３
７
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

ガザミについて説明する大角会長

漁
業
者
に
よ
る
シ
ー
ト
ク
ラ
ブ
料
理
教
室 

開
催

　

～
ガ
ザ
ミ
ふ
や
そ
う
会
と
Ｊ
Ｆ
由
良
町 

渡
邉
氏
が
務
め
る
～

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

カニの捌き方も実演しました

講師を務めた渡邊さん分かりやすい講習は好評でした

新ＪＦ組合長のご紹介
　平成25年10月～11月までの間に、新たにＪＦ組合長に就任された方の御名前をご紹介させていただきます。

　●ＪＦ坊勢　代表理事組合長　岡田 武夫氏（10月19日就任）
　　※（一財）兵庫県水産振興基金確認分
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
一
般
社
団
法
人 
淡
路
水

交
会
（
前
田 

吉
計
会
長
）

で
は
、毎
年
こ
の
時
期
に「
漁

業
者
の
森
づ
く
り
」
事
業
と

し
て
、
関
係
機
関
の
後
援
と

協
力
を
得
て
、
バ
ベ
な
ど
の

植
樹
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同

会
は
、
平
成
４
年
か
ら
始

ま
っ
た
Ｊ
Ｆ
南
淡
の
取
り
組

み
を
引
き
継
ぎ
、
平
成
19
年

か
ら
ア
オ
リ
イ
カ
を
増
や
す

た
め
バ
ベ
（
ウ
バ
メ
ガ
シ
）

の
枝
を
使
っ
た
柴
漬
け
に

よ
る
産
卵
床
造
成
事
業
を
進
め
る
な
か
、
必
要
な

バ
ベ
等
を
育
て
る
森
づ
く
り
を
、
漁
業
者
と
一
般

県
民
が
力
を
あ
わ
せ
て
行
い
、
環
境
保
全
と
地
域

へ
の
貢
献
を
図
ろ
う
と
い
う
趣
旨
で
始
ま
っ
た
も

の
で
す
。
今
年
は
11
月
12
日

（
火
）、
洲
本
市
の
猪
ノ
鼻
ダ

ム
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
平
成

22
年
に
植
樹
を
行
っ
た
場
所

の
す
ぐ
隣
で
あ
り
、
参
加
者

ら
は
順
調
に
育
つ
木
々
を
見

つ
つ
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
集
ま
っ
た
の
は
Ｊ

Ｆ
、
行
政
、
系
統
団
体
な
ど

か
ら
の
約
１
２
０
名
で
、
前

田
会
長
は
開
会
挨
拶
で
「
植

樹
に
よ
っ
て
豊
か
な
海
が
つ
く
ら
れ
る
と
い
う
漁

業
者
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
大
切
」
と
さ
れ
、
参

加
者
に
さ
ら
な
る
理
解
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
の
洲
本
市
立
由
良
小
学
校
４
年
生
児
童
12
名

も
参
加
し
、
作
業
前
に
県
洲
本
農
林
水
産
振
興
事

務
所 

田
中 

洋
課
長
補
佐
が
こ
の
活
動
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
ら
は
造
園
業
者
か
ら
植
樹
方
法
の
説
明

を
受
け
た
後
、
約
1
時
間
に
亘
り
、
バ
ベ
、
ヤ
マ

モ
モ
、
ア
キ
ニ
レ
な
ど
６
０
０
本
を
植
樹
し
た
ほ

か
、
成
長
を
阻
害
す
る
恐
れ
の
あ
る
大
き
な
石
な

ど
を
取
り
除
き
ま
し
た
。
作
業
終
了
後
に
は
ア
オ

リ
イ
カ
の
天
ぷ
ら
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
揚
げ
た
て
ア

オ
リ
イ
カ
の
美
味
し
さ
に
、
皆
、
満
足
げ
な
様
子

で
し
た
。

　
11
月
28
日
（
木
）、
淡
路
市
の
生
穂

漁
港
で
、
大
漁
旗
を
揚
げ
た
漁
船
も
接

岸
し
、
Ｊ
Ｆ
、
系
統
団
体
、
行
政
の
関

係
者
ら
約
80
人
が
出
席
す
る
な
か
、
Ｊ

Ｆ
津
名
（
中
田 

勝
組
合
長
）
の
新
し

い
荷
さ
ば
き
所
の
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ｆ
津
名
で
は
、
平
成
19
年
４
月
に

塩
田
・
志
筑
浦
・
生
穂
・
佐
野
の
４
Ｊ

Ｆ
の
合
併
を
受
け
、
販
売
事
業
の
効
率

化
を
図
る
た
め
に
荷
さ
ば
き
施
設
を
集

約
し
、
新
た
な
建
設
を
目
指
し
た
協
議

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
４
月
に

は
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
、
24
日
に
は
式

を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
13
日
の
淡
路

島
付
近
を
震
源
と
す
る
地
震
（
震
度
６

弱
）
で
被
害
を
受
け
た
た
め
、
約
７
ヵ
月
を
か
け

て
復
旧
工
事
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
中
田
組
合
長
が
「
新
し
い
荷
さ
ば

き
所
を
活
用
し
、
漁
獲
量
の
安
定
、
魚
価
向
上
に

繋
げ
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
を
さ
れ
、
集
ま
っ
た

関
係
者
ら
は
施
設
の
水
槽
な
ど
を
見
学
し
、
新
し

い
施
設
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

洲
本
市
で
「
漁
業
者
の
森
づ
く
り
」

　

～
バ
ベ
・
ヤ
マ
モ
モ
・
ア
キ
ニ
レ
な
ど
６
０
０
本
植
樹
～

（
一
社
）淡
路
水
交
会

（一財）兵庫県水産振興基金

ＪＦ津名の
　新しい荷さばき所 竣工式
　　～約80人が出席し完成を祝う～

一本一本、丁寧に植えられていきました

参加してくれた由良小学校の子ども達



　
11
月
30
日
（
土
）
明
石
市
内
の
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、
平
成
25
年
度
兵
庫
県

水
産
系
統
団
体
役
職
員
Ｏ
Ｂ
会
総
会
が
、
会
員
32
名
の
出
席
の
も
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
一
年
間
に
亡
く
な
ら
れ
た
会
員
に
対
し
て
出
席
者
は
黙

祷
を
捧
げ
、
冥
福
を
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
田
尻
幹
事
長
よ
り
「
年
に
1
度
の
再
会
の
場
で
あ
り
、
今
日
は

多
い
に
楽
し
み
時
間
の
許
す
限
り
懇
親
の
輪
を
深
め
て
下
さ
い
」
と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
来
賓
の
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

山
田 

隆
義
会
長
か
ら
、「
燃

油
高
騰
、
魚
価
安
、
豊
か
な
漁
場
再
生
等
、
漁
業
を
取
巻
く
環
境
は
厳
し
い

で
す
が
、
漁
業
者
の
た
め
に
系
統
団
体
を
あ
げ
て
諸
課
題
に
取
組
ん
で
い
き

ま
す
の
で
ご
指
導
ご
鞭
撻
お
願
い
し
ま
す
。」
と
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
田
尻
幹
事
長
が
議
事
進
行
を
行
な
い
、
議
案
の
収
支
決
算
報
告
及
び
収
支

計
画
は
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、幹
事
の
改
選
に
つ
い
て
は
、

現
幹
事
全
員
が
留
任
し
、
田

尻 

重
孝
幹
事
長
、
岡
本 

敏
夫

副
幹
事
長
、
富
永 

剛
行
会
計

担
当
幹
事
、
宮
本 

泰
男
幹
事
、

山
里 

昌
幸
幹
事
、
榎
並 

晴
広

幹
事
の
計
６
名
が
引
き
続
き
幹

事
を
務
め
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
総
会
に
引
き
続
い
て
、
兵
庫

県
水
産
振
興
基
金
の
戸
田
専
務

の
乾
杯
の
音
頭
に
よ
り
懇
親
会

が
始
ま
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
カ
ラ
オ
ケ
に
よ
る
自
慢

の
喉
を
披
露
す
る
な
ど
、
時
間

の
経
過
も
忘
れ
て
歓
談
が
す
す

み
ま
し
た
。

　
最
後
に
岡
本
副
幹
事
長
か
ら

「
元
気
で
、
ま
た
来
年
会
い
ま

し
ょ
う
」
と
力
強
い
閉
会
の
挨

拶
を
述
べ
た
後
、
万
歳
三
唱
に

よ
り
懇
親
会
は
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

　
11
月
10
日
（
日
）、
兵
庫
県
海
苔
問
屋

協
同
組
合
（
会
長
：
松
谷 

晃
氏
）
と
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ
︱
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
は
、

お
い
し
い
兵
庫
海
苔
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
親

子
イ
ベ
ン
ト
「
親
子
で
ジ
ャ
ン
ボ
巻
き
寿

司
に
挑
戦
！
」
を
兵
庫
県
水
産
会
館
で
開

催
し
、
明
石
・
神
戸
市
内
か
ら
約
50
名
の

親
子
が
参
加
す
る
な
か
、
会
場
は
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、参
加
者
に
は
、高
級
ノ
リ
、

業
務
用
ノ
リ
、
お
よ
び
量
販
店
で
安
価
に

購
入
で
き
る
ノ
リ
と
、
３
種
類
の
味
比
べ

を
し
て
も
ら
い
、「
色
」、「
香
り
」、「
食

感
」
な
ど
ノ
リ
の
美
味
し
さ
を
実
感
し
て

も
ら
っ
た
後
に
、
全
長
９
ｍ
の
ジ
ャ
ン
ボ

巻
き
寿
司
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
長
く
敷
き
つ
め
た
巻
き
簾
の
上
に
、
ノ

リ
、
酢
飯
、
イ
カ
ナ
ゴ
の
く
ぎ
煮
、
玉
子

焼
な
ど
の
具
を
乗
せ
て
、
芯
が
ず
れ
な
い

よ
う
、「
せ
ー
の
」
の
一
声
と
と
も
に
、

み
ん
な
で
息
を
合
わ
せ
て
慎
重
に
巻
い
て

い
き
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た

９
ｍ
の
長
い
長
い

海
苔
巻
き
は
、
切
り

分
け
て
参
加
親
子

皆
さ
ん
で
、
お
昼
ご

は
ん
と
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
巻
き
寿
司
を
口

い
っ
ぱ
い
に
頬
張

る
子
供
や
、
笑
顔
で

美
味
し
そ
う
に
食

べ
て
い
る
姿
を
見

る
と
、
兵
庫
の
り
の

魅
力
が
参
加
親
子

に
伝
わ
っ
た
こ
と

が
実
感
で
き
、
幸
せ

な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
兵
庫
の
り
の
魅
力
と
美
味
し
い
も
の
を

作
る
楽
し
さ
、
食
べ
る
楽
し
さ
を
体
験

し
、
最
後
に
、
修
了
証
書
と
初
摘
み
海
苔

を
お
土
産
に
持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
後
も
兵
庫
海
苔
問
屋
協
同
組
合
と
Ｊ

Ｆ
兵
庫
漁
連
は
、
兵
庫
の
り
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

ＪＦ兵庫漁連 広報部

親子でジャンボ巻き寿司に挑戦

美味しく出来ました！

みんなで具材を乗せていきます

「兵庫のり」の美味しさを今後もＰＲしていきます

平
成
25
年
度 

兵
庫
県
水
産
系
統

 

団
体
役
職
員
Ｏ
Ｂ
会
総
会

7
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ
　
我
が
国
の
栽
培
漁
業
発
展
の
礎
と
な
っ
た
㈳

瀬
戸
内
海
栽
培
漁
業
協
会
が
設
立
さ
れ
て
満
50

年
。
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会
（
岸 

宏
会
長
）
の
「
我
が
国
栽
培
漁
業
の
50
周
年
を

祝
い
、
今
後
の
発
展
を
誓
う
集
い
︱『
栽
培
漁

業
の
あ
ゆ
み
50
年
』
刊
行
記
念
︱
」
が
11
月
19

日
（
火
）、
東
京
・
霞
ヶ
関
の
東
海
大
学
校
友

館
で
開
催
さ
れ
、
政
府
国
会
、
諸
団
体
、
栽
培

漁
業
関
係
者
ら
約
２
０
０
人
が
出
席
し
て
全
国

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の
歴
史
を
映
像
で
振
り

返
り
な
が
ら
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。
主
催
者
の
岸
会
長
は
冒
頭
の
挨

拶
で
50
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、「
栽
培
漁
業

が
沿
岸
漁
業
に
果
た
し

て
き
た
役
割
は
極
め
て

大
き
い
。
栽
培
漁
業
の

今
日
が
あ
る
の
は
先
人

の
汗
と
涙
と
血
の
滲
む

よ
う
な
努
力
の
賜
物
が

あ
っ
た
か
ら
」
と
関
係

者
に
謝
意
を
表
す
と
と

も
に
「
日
本
の
漁
業
は

厳
し
く
、今
が
正
念
場
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
震
災
、
魚
価

低
迷
、
燃
油
高
な
ど
明

る
い
材
料
が
な
い
が
ピ

ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
で
あ

り
、
漁
業
を
再
興
で
き

る
最
後
の
機
会
だ
。
漁

業
者
が
連
携
し
、
自
ら

成
す
べ
き
事
を
や
れ
ば

将
来
展
望
は
開
け
る
。

古
来
の
素
晴
ら
し
い
漁

場
を
進
化
さ
せ
る
た
め
、
自
然
と
協
調
し
た
海

づ
く
り
が
重
要
。
漁
業
の
再
生
の
中
で
栽
培
漁

業
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
、
今
ま
で
以

上
の
お
力
添
え
を
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
来
賓

の
林 

芳
正
農
林
水
産
大
臣
は
「
長
い
歴
史
の

中
で
、
栽
培
漁
業
で
育
て
て
海
を
豊
か
に
し
て

き
た
。
地
道
な
取
り
組
み
で
海
を
持
続
可
能
な

資
源
の
宝
庫
と
し
て
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
。
50
年
を
契
機
に
、
今
後
の
発
展
へ
互
い
に

や
り
遂
げ
る
こ
と
を
誓
う
」
と
祝
辞
を
述
べ
ら

れ
た
。
次
い
で
、鈴
木
俊
一
衆
議
院
議
員
が「
昭

和
52
年
、
二
百
海
里
時
代
の
幕
開
け
で
栽
培
漁

業
が
本
格
化
。
水
産
業
は
厳
し
い
局
面
に
あ
る

が
、
も
う
一
度
つ
く
り
育
て
る
漁
業
で
資
源
を

守
り
育
て
、
大
切
に
し
な
が
ら
日
本
漁
業
が
再

生
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
さ
れ
乾
杯
の
音

頭
を
と
ら
れ
た
。

　
“
人
の
手
で
豊
か
な
海
を
築
く
”
栽
培
漁
業

の
取
り
組
み
は
、
本
県
に
深
い
関
わ
り
が
あ
り

ま
す
。
㈳
瀬
戸
内
海
栽
培
漁
業
協
会
は
、
我
が

国
経
済
の
急
成
長
に
伴
い
、
重
要
な
食
料
源
で

あ
る
沿
岸
資
源
の
再
生
産
の
場
が
荒
廃
し
、
疲

弊
し
た
沿
岸
漁
業
の
振
興
を
図
る
栽
培
事
業
の

受
け
皿
と
し
て
国
主
導
で
設
立
さ
れ
た
も
の
。

本
部
を
旧
兵
庫
県
水
産
会
館（
神
戸
市
兵
庫
区
）

に
置
き
、初
代
会
長
は
金
井
元
彦
兵
庫
県
知
事
、

副
会
長
は
三
浦
清
太
郎
兵
庫
県
漁
連
会
長
が
就

任
さ
れ
、
当
時
の
栽
培
漁
業
を
牽
引
す
る
大
き

な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
理
念
と
技
術

は
全
国
に
広
が
り
、
日
本
の
沿
岸
漁
業
を
下
支

え
し
て
き
ま
し
た
が
、
50
年
を
経
て
、
本
質
論

が
歴
史
の
な
か
に
埋
没
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
昨

今
、
国
、
地
方
自
治
体
に
は
、
行
財
政
改
革
の

名
の
下
に
公
的
支
援
の
圧
縮
や
打
ち
切
り
、
自

立
化
を
求
め
る
動
き
が
あ
る
よ
う
で
す
。
漁
業

者
に
と
っ
て
由
々
し
き
事
態
で
す
。
い
ま
、
食

料
安
保
の
観
点
や
漁
業
資
源
の
確
保
、
国
境
問

題
等
々
多
面
的
な
機
能
の
発
揮
が
強
く
求
め
ら

れ
、
漁
業
の
再
生
が
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
て
い

る
お
り
、
栽
培
漁
業
へ
、
今
以
上
、
公
的
支
援

の
圧
縮
が
続
け
ば
持
続
可
能
な
沿
岸
漁
業
は
実

現
し
が
た
く
、
そ
の
歯
止
め
に
漁
業
者
の
結
束

し
た
運
動
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
一
般
論
で
栽

培
漁
業
の
受
益
者
は
漁
業
者
と
の
声
が
あ
り
ま

す
が
、
名
指
し
さ
れ
た
当
事
者
の
反
発
は
大
き

い
。
海
洋
資
源
は
国
民
の
共
有
物
で
あ
り
食
糧

資
源
で
あ
る
と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
、
栽
培

漁
業
は
日
本
経
済
の
急
成
長
の
「
ひ
ず
み
」
が

も
た
ら
し
た
沿
岸
資
源
の
荒
廃
を
、
人
の
手
で

豊
か
な
海
を
築
く
と
い
う
高
邁
な
理
念
で
発
議

さ
れ
た
経
緯
や
、
漁
業
者
は
生
業
の
中
で
僅
か

な
食
料
と
漁
業
収
入
を
得
て
い
る
が
、
生
産
物

の
総
て
は
国
民
食
料
に
提
供
さ
れ
て
お
り
、
真

の
受
益
者
は
誰
か
と
い
え
ば
そ
れ
は
国
民
で
あ

り
、
漁
業
者
は
海
と
国
民
を
結
ぶ
仲
人
に
過
ぎ

な
い
。
栽
培
漁
業
は
、
国
（
公
）
の
財
産
保
全

上
絶
対
維
持
が
必
要
で
し
ょ
う
。
瀬
戸
内
海
栽

培
漁
業
協
会
当
時
で
も
国
が
必
要
な
種
苗
生
産

施
設
を
つ
く
り
、
そ
の
管
理
運
営
は
全
額
国
費

で
協
会
に
委
託
す
る
方
式
で
、
資
源
増
強
は
国

（
公
）
の
役
割
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
国
、
県

は
財
政
難
の
折
で
す
が
栽
培
漁
業
の
重
要
性
を

再
認
識
い
た
だ
き
「
漁
業
再
生
」
に
不
可
欠
な

栽
培
漁
業
に
一
層
の
ご
支
援
を
願
う
も
の
で

す
。 

（
Ｕ
／
Ｔ
）

祝
栽
培
漁
業
50 
周
年 

心
新
た
に
発
展
を
誓
う

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
推
進
協
会
が「
集
い
」開
催

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

挨拶をおこなう岸会長

林農林水産大臣もお祝いに駆けつけました

自民党 大島理森議員、鈴木俊一議員をはじめ多数の国会議員が出席されました
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播
磨
地
区
漁
協
職
員
協
議
会

（
藤
田 
次
男
会
長
：
Ｊ
Ｆ
西
二

見
）
は
会
員
組
合
内
の
様
々
な

事
業
に
つ
い
て
学
び
、
知
識
を

深
め
よ
う
と
、
毎
年
、
学
習
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。今
年
は
、

Ｊ
Ｆ
家
島
（
中
村 
利
公
組
合

長
）
の
協
力
の
も
と
、
同
Ｊ
Ｆ

の
「
釣
堀
」
事
業
に
つ
い
て
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
内
容
は
、
昨
年

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
悪
天
候

だ
っ
た
た
め
、
今
年
も
う
一
度

行
う
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
、

会
員
Ｊ
Ｆ
職
員
の
ほ
か
、
系
統
団
体
職
員
も
参
加

し
た
総
勢
26
名
が
姫
路
市
妻
鹿
漁
港
か
ら
家
島
町

の
釣
り
堀
に
向
か
い
出
港
し
ま
し
た
。
現
地
で
は

ま
ず
、
Ｊ
Ｆ
家
島
の
担
当
者
よ
り
事
業
内
容
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
20
ｍ
四
方
×
２
台
を

は
じ
め
と
す
る
足
場
の
良
い
生
簀
を
多
数
の
備
え

た
当
セ
ン
タ
ー
は
、
貸
切
対
応
可
能
で
２
５
０
名

が
楽
し
め
る
施
設
で
す
。
港
に
車
を
止
め
て
か
ら

同
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
直
行
便
を
有
し
、
貸
し
竿
、

エ
サ
の
ほ
か
、
職
員
ら
が
釣
っ
た
魚
を
捌
い
て
く

れ
た
り
と
、
家
族
連
れ
が
手
軽
に
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
釣
り
す
ぎ
た
人

の
た
め
に
天
然
魚
と
交
換
す
る
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

で
、
休
日
は
大
型
魚
を
求
め
る
釣
り
人
で
賑
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
参
加
者
ら
は
釣
堀
体
験
と
し
て
、

実
際
に
魚
釣
り
を
行
い
ま
し
た
。エ
サ
付
け
な
ど
、

担
当
職
員
ら
か
ら
指
導
を
受
け
た
の
ち
、
仕
掛
け

を
海
中
に
入
れ
る
と
、
す
ぐ
に
ウ
キ
に
ア
タ
リ
が

出
て
、
皆
、
次
々
と
マ
ダ
イ
を
釣
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
活
き
エ
サ
と
し
て
ア
ジ
を
つ
け
た
人

に
は
大
型
の
ブ
リ
、
カ
ン
パ
チ
が
掛
か
り
、
そ

の
強
烈
な
引

き
に
慌
て
な

が
ら
も
楽
し

ん
で
い
ま
し

た
。
帰
り
は

釣
れ
な
か
っ

た
人
に
も
マ

ダ
イ
1
尾
が

渡
さ
れ
、
楽

し
く
学
習
会

を
終
え
る
こ

と
が
出
来
ま

し
た
。

　
兵
庫
県
立
香
住
高
等
学
校 

海
洋
科
学
科
２
年
生
オ
ー
シ
ャ

ン
コ
ー
ス
の
生
徒
10
名
を
乗
せ
た
実
習
船
「
但
州
丸
」
は
、
マ

グ
ロ
延
縄
漁
業
な
ど
所
定
の
実
習
を
終
え
、
船
籍
港
で
あ
る
神

戸
港
に
帰
港
し
ま
し
た
。

　
11
月
22
日
（
金
）
の
帰
港
式
は
、
神
戸
港
中
突
堤
Ｄ
岸
壁
に

停
泊
中
の
但
州
丸
の
前
で
、
学
校
、
水
産
業
界
関
係
者
や
生
徒

の
保
護
者
な
ど
多
く
の
参
加
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

山
田 

隆
義
会
長
は

「
水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
が
、
是
非
と
も
水

産
業
界
へ
進
ん
で
い
た
だ
き
、
将
来
を
背
負
う
人
材
に
な
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
し
、
実
習
生
の
代
表
に
記
念
品
を

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
実
習
生
代
表
か
ら
も
力
強
い
抱
負
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
10
月
18
日
（
金
）
に
香
住
港
を
出
港
し
、
下
関
・
長

崎
・
清
水
港
を
経
て
、
マ
グ
ロ
延
縄
漁
業
を
実
習
を
行
い
、
神

奈
川
県
三
崎
港
を
経
由
し
た
後
、
神
戸
港
に
帰
港
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
但
州
丸
は
23
日
に
神
戸
港
を
出
港
、
25
日
に
香
住

港
に
入
港
し
、
約
40
日
間
の
実
習
を
終
え
ま
し
た
。

Ｊ
Ｆ
家
島
の
海
上
釣
堀
セ
ン
タ
ー
で
学
習
会
開
催

播
磨
地
区
漁
協
職
員
協
議
会

但州丸が帰港
　～県立香住高等学校の航海実習～

▶ 妻鹿漁港から約30分
の船旅へ

▲大きなカンパチが
掛かりました！

開業50周年を迎えた神戸ポートタワーと但州丸「長旅お疲れ様でした」

▶祝辞を述べられる山田会長
　実習を無事終え、凛々しい表情に
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

固型型ライフジャケット
モデル： 兵庫県信用漁業

協同組合連合会
西尾 留美さん

メンテナンス不要の固
型式ライフジャケット。
体に合ったサイズを選
ぶか、金具等で調整し
ましょう。

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

　JF兵庫漁連が開発したもので、浮力は十分あります。
※ ライフジャケットではありませんので、

一人乗りの漁船の場合、ライフジャケッ
トを着用してください。

海難事故をなくそう！

浮きますよ～！

事故を未然に防止するため

　　“命を守る運動”「海上安全講習会」　を県下各地で開催しております。
～講習会の開催申込みは右記団体まで～

　この取組みは、平成22年よりＪＦや関係団体を対象に
行っており、海難事故対策・ライフジャケット着用推進
等の内容で開催しています。（この模様は本誌「拓水」で
適宜紹介しています。）

ＪＦ神戸市で“命を守る運動”
海上安全講習会 開催！

講習会開催についてのお問い合わせは
ＪＦ兵庫漁連指導部まで

TEL ０７８－９４０－８０１３

　
11
月
８
日
（
金
）、
Ｊ
Ｆ
神
戸
市
（
山
田 

隆
義

組
合
長
）
は
、
神
戸
海
上
保
安
部
よ
り
講
師
を
招

い
て
“
命
を
守
る
運
動
”
海
上
安
全
講
習
会
を
開

催
し
、
組
合
員
・
女
性
部
な
ど
関
係
者
ら
約
70
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
ま
ず
、
屋
内
で
神
戸
海
上
保
安

部 

海
上
保
安
官
か
ら
膨
張
式
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
の
作
動
体
験
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
学
び
ま
し

た
。
次
に
漁
港
に
お
い
て
、
海
上
保
安
官
に
よ
る

様
々
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て
の
実
演

を
見
学
し
、
そ
の
浮
き
方
や
膨
張
の
様
子
を
確
認

し
ま
し
た
。海
上
保
安
官
は
、膨
張
式
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
「
落
水
か
ら
膨
ら
む
ま
で
に
時

間
が
掛
か
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
さ

れ
、
慌
て
ず
落
ち
着
い
た
対
応
を
と
る
よ
う
話
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
浮
力
合
羽
の
実
演
も
行
わ
れ

「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
補
助
的
な
も
の
だ
が
、

十
分
な
浮
力
が
あ
る
」
と
紹
介
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
荷
捌
所
に
て
救
命
救
急
講
習
を
行
い
、

訓
練
用
マ
ネ
キ
ン
を
使
っ
て
胸
骨
圧
迫
や
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
胸
骨
圧

迫
の
体
験
に
は
多
く
の
方
が
参
加
し
、
関
心
の
高

さ
が
窺
え
ま
し
た
。
最
後
に
海
上
保
安
官
は
、
こ

れ
ら
心
肺
蘇
生
術
に
つ
い
て
は
「
と
に
か
く
助
け

る
と
い
う
強
い
意
志
で
、
勇
気
を
も
っ
て
実
行
し

て
ほ
し
い
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

～ライフジャケット作動体験や
　救命救急講習を実施～

◀漁港での実演の様子

▶ハイブリッド式ライフジャケット
　（固型式・膨張式の併用型）

▼多くの方が体験しました

神戸海上保安部 海上保安官による実演
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　ＪＡグループ兵庫の役職員18人は10月２日（水）、

日比谷野外音楽堂（東京都千代田区）で開催され

た『TPP交渉から「食と暮らし・いのち」を守り国

会決議の実現を求める全国代表者集会』の終了後、

都内ホテルで、県内選出自民党国会議員に対して

環太平洋連携協定（TPP）交渉に関する要請を行

いました。

　ＴＰＰ交渉が年内妥結に向け加速している中、

ＪＡ兵庫中央会の石田会長は「国民に十分な情報

を開示するとともに、与党自民党の決議、衆参農

林水産委員会における国会決議を遵守すること。

農林水産分野の重要5品目などの聖域が確保でき

ないと判断した場合には、即刻交渉から脱退する

こと」を強く求め、ＪＡ兵庫信連の北畑会長から

ＪＡグループ兵庫を代表して要請書を出席議員に

手渡しました。

　要請後、石田会長は「自民党の国会議員には地

元のことをよく分かってもらっているが、現場の農

業者の声をあらためて伝えた。ＴＰＰ交渉は正念

場を迎えており、決して安易な妥協は許してはな

らない」と話されました。

　10月10日（木）、兵庫県民会館において、2013
年度 兵庫県生協大会を開催。会員生協の組合員、
役職員など350名がつどいました。毎年10月は「生
協強化月間」。全国の生協で「活動や事業について
知っていただき、生協の輪を広げるための催し」が
行われます。
　第１部・記念式典では「生協法施行65周年記念に
係る兵庫県知事表彰」が４つの生活協同組合に。ま
た、永年生協の発展に寄与された４人の会員生協役
員に生協功労者表彰として「兵庫県知事感謝」が贈
られました。そして生協業務に精励した23名の役職
員に本田 会長理事より「兵庫県生活協同組合連合
会会長表彰」が贈られ、会場の参加者は大きな拍手
で祝いました。
　第二部は、「ひとりはみんなの為に みんなはひと
りの為に 明日の子どもたちの笑顔の為に～スーダ
ン・東日本大震災での活動～」と題して、特定非
営利活動法人ロシナンテス 理事長・医師 川原 尚行 
様による講演がおこなわれました。「自分のできる
ことは小さいかもしれませんが、無理せず、まず自
分にできることをできるときにやっていくことが大
切です」と、スーダンと東日本被災地での活動の様
子をスライドとともにご講演いただきました。また、
会員生協による「健康チェック」や「（公財）兵庫
県健康財団」の取り組み紹介、兵協連「東日本被災
地支援活動」報告、「兵庫県 パネル展示“かしこい
消費者になりましょう！”」など、多くの参加者で
にぎわいました。

ＴＰＰ交渉安易な妥協を許すな
～ＪＡグループ兵庫役職員
与党議員に要請～

2013年度
兵庫県生協大会を開催

要請書を手渡すJＡの組合長

▲ 講演をされる
　川原尚行 理事長

▲医療生協による健康チェック
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遊方子

和食がいい
◆
日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
に
な
っ
た
。
そ
し
て
日
本
人
の
食
事
に
熱
い
目

が
注
が
れ
て
い
る
。
和
食
の
メ
リ
ッ
ト
は
面
倒
な
カ
ロ
リ
ー
計
算
を
す
る
迄

も
な
く
、
脂
肪
も
摂
取
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
適
度
に
抑
え
ら
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。

コ
メ
の
ご
飯
は
良
く
噛
む
こ
と
で
満
腹
感
を
得
、
穀
類
と
お
か
ず
を
交
互
に

食
べ
る
こ
と
が
断
然
に
良
い
。こ
れ
が
和
食
の
善
さ
で
あ
る
。和
食
の
特
徴
は
、

洋
食
の
よ
う
に
バ
タ
ー
や
ソ
ー
ス
類
を
多
用
し
て
い
な
い
か
ら
、
過
度
な
油

脂
類
を
摂
取
せ
ず
に
済
む
が
、
欠
点
と
し
て
塩
っ
気
の
多
さ
と
カ
ル
シ
ウ
ム

や
ビ
タ
ミ
ン
類
の
不
足
に
あ
る
。
こ
の
欠
点
を
ど
う
改
善
す
る
か
が
、
大
事
な

課
題
事
項
で
あ
ろ
う
。

◆
一
九
七
七
年
、
ア
メ
リ
カ
上
院
特
別
委
員
会
で
「
米
国
の
食
事
目
標
」が
報

告
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、
日
本
人
の
食
生
活
が
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
理
想
的
な

も
の
だ
と
の
記
述
が
あ
り
、
日
本
食
ブ
ー
ム
を
起
こ
す
切
っ
掛
け
に
な
っ
た
。

肉
や
乳
製
品
へ
偏
り
が
ち
な
ア
メ
リ
カ
人
の
食
事
へ
の
警
鐘
で
あ
り
、
高
脂

肪
の
肉
類
を
避
け
て
魚
や
穀
類
・
野
菜
を
食
べ
よ
う
と
す
る
動
き
が
起
こ
っ

た
の
で
あ
る
。
コ
メ
食
が
中
心
の
和
食
は
、
炭
水
化
物
が
六
割
前
後
を
占
め
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
っ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
魚
と
組
み
合
わ
せ
て
あ
る
。
日

本
人
の
魚
好
き
は
、
縄
文
時
代
か
ら
引
き
継
い
で
い
る
、
血
統
的
な
も
の
だ
と

い
え
る
よ
う
だ
。

◆
和
食
が
無
形
文
化
遺
産
と
な
れ
ば
、
伝
統
あ
る
食
文
化
が
世
界
的
に
認
め

ら
れ
た
事
に
な
る
。
春
夏
秋
冬
の
旬
を
生
か
し
た
季
節
感
、
そ
し
て
盛
り
付
け

の
美
し
さ
に
焦
点
が
集
ま
る
。
一
汁
三
菜
の
食
材
に
は
旬
の
も
の
を
使
い
た

い
が
、
野
菜
の
旬
が
判
り
難
く
な
っ
て
い
る
。
露
地
も
の
は
出
盛
り
期
が
一
番

で
あ
る
。
魚
は
産
卵
直
前
と
向
寒
期
が
特
に
旨
い
。
和
食
の
味
は
塩

が
決
め
手
で
、
良
さ
加
減
の
見
極
め
が
大
事
だ
。
和
食
の
う
ち
天
麩

羅
の
コ
ツ
は
衣
に
あ
る
。
薄
力
粉
は
氷
水
で
溶
き
、
卵
を
合
わ
せ
て

も
余
り
混
ぜ
な
い
。
タ
ネ
を
手
早
く
通
し
約
百
八
十
度
の
油
で
揚

げ
る
が
、
一
度
に
沢
山
揚
げ
な
い
こ
と
が
大
切
だ
。
油
の
温
度
を
下

げ
な
い
工
夫
で
あ
る
。
美
味
し
く
食
べ
る
事
が
、
世
界
に
誇
れ
る
も

の
だ
と
思
い
た
い
。

◆
レ
ス
ト
ラ
ン
で
和
食
の
定
食
を
頼
む
と
、
必
ず
刺
し
身
が
一
品

つ
い
て
来
る
。『
魏
志
倭
人
伝
』に
も
、
魚
鮑
を
捕
る
を
好
み
、
潜
り

漁
法
で
魚
や
貝
類
を
捕
食
し
て
海
藻
も
好
ん
で
食
べ
た
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
。
赤
身
の
魚
は
マ
グ
ロ
、
白
身
な
ら
タ
イ
の
よ
う
に
思

う
が
、
最
近
は
外
来
の
新
顔
の
魚
も
多
く
出
回
っ
て
い
る
。
回
転
寿

司
で
ヒ
ラ
メ
の
エ
ン
ガ
ワ
と
思
っ
て
い
る
の
が
、
実
は
カ
ラ
ス
ガ

レ
イ
で
あ
っ
た
り
、
和
食
弁
当
の
焼
き
魚
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

や
チ
リ
産
バ
ラ
ク
ー
タ
の
切
り
身
が
利
用
さ
れ
る
。
美
味
し
い
し

見
栄
え
も
悪
く
な
い
。
淡
白
な
白
身
の
メ
ル
ル
ー
サ
、
鯛
に
そ
っ
く

り
の
テ
ィ
ラ
ピ
ア
、
白
身
の
フ
サ
カ
サ
ゴ
の
仲
間
な
ど
、
和
食
の
定

番
料
理
の
中
で
大
い
に
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

枯
れ
株

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
と
県
内
漁
業
に
つ
い
て

　
11
月
22
日（
金
）に
行
わ
れ
た
講
座
で
は
、「
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の

事
業
概
要
に
つ
い
て
」と「
兵
庫
県
の
漁
業
概
要
に
つ
い
て
」の
2

課
題
を
開
講
し
ま
し
た
。

　
「
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の
事
業
概
要
に
つ
い
て
」は
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

突
々 

淳
参
事
が
講
義
を
行
い
、漁
業
を
取
り
巻
く
現
状
や
、Ｊ
Ｆ

兵
庫
漁
連
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
、何
を
課
題

に
し
て
い
る
の
か
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。続
く「
兵
庫
県
の
漁
業

概
要
に
つ
い
て
」で
は
県
水
産
課 

高
木 

英
男
副
課
長
が
、県
内

の
漁
業
の
特
徴
や
現
状
の
ほ
か
、今
後
進
め
て
い
く
施
策
に
つ
い

て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。そ
れ

ぞ
れ
の
講
義
の
最
後
に
は
、グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
塾
生
間

で
意
見
を
出
し
合
っ
て
考
え

を
整
理
し
、質
問
や
意
見
発
表

で
は
、多
く
の
質
問
が
塾
生
か

ら
出
さ
れ
、し
っ
か
り
学
ぶ
こ

と
が
出
来
た
よ
う
で
す
。

高木副課長の講義

突々参事の講義塾生同士で講義の内容を整理しました
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